



























ある吉永契一郎は、1987 年 ICU 入学、物理学専攻の 31 期生、日本の高度
成長期と学園紛争の時期を経て ICU が初期のそれとは変わった時期に ICU
で学び、現在は東京農工大学准教授を務めている。ドクター・ワース召天








　第Ⅰ部の回想録に寄稿している人たちを、「荒れた 60 年代」（62 年の授
業料値上げ反対から始まる）を真ん中に置いて分けてみると次のようにな
る。①学生：初期（2 ～ 5 期）― 4 人、「60 年代」（8 ～ 12 期）― 3 人、再建
期（25 ～ 28 期） ― 2 人。 ②教員：a. 日本人教員（1 人を除いて理学科）；
60 年以前に助手で赴任― 5 人、再建期の教員― 5 人（内 1 人は卒業生で日
本語科）、この 2 つの時期、助手と事務職の両方の経験者― 1 人。b. Non-
Japanese の教員；再建期― 3 人（専門は、英語、歴史、心理）。③ ICU 教
会牧師：2 人。
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ʻ デモンストレーション実験 ʼ として使う理科授業を小中学校に拡げるきっ
かけをも作った。しかも、このような教育は、ただ便利屋を創るためによ
かったというだけではない。ドクター・ワースの助手を経てアメリカの大
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自然科学科においては彼らと若い助手たちが共に教育に携わる中で、カリ
キュラム改革と教師の科学と学生指導にたいする姿勢を通じて、絹川学長
の 90 年代まで継承されたといえよう。しかし、人文・社会科学科ではど
うだったのだろうか。いうまでもなく、ブルンナーを別にしてもここにも
神田盾夫、斉藤勇といった大家や、武田清子、秋田稔らの（若手！）研究
者がおり、「荒れた 60 年代」以後にも、大塚久雄、斉藤真らを迎えて、学
問と人生を追求した教師たちはいた。私も含めて多くの学生がその影響を
受けた。実際、ICU 外の大学で、新入生にも専門外の学生にも通じる授業
を展開しているところには、必ずといってもいいほど ICU の卒業生がい
る。しかし、リベラルアーツを、このような先生たちの個人的な影響力に
帰してしまっては、大学が大衆化したこの時代にリベラルアーツを再生し
ていく途はないだろう。技術万能、クイズに答えられる物知りが賞賛さ
れ、 マネーゲームのグローバリズムが世を覆う現代に、『ICU リベラル
アーツの心』は、果たしてリベラルアーツ再興の途を照らしてくれている
だろうか。本書を読み、リベラルアーツの豊かな恩恵に浴した者の一人と
して、「現実と理論の間を、観察・実験を重ねながら何度も往き来して考
え直す」という経験を、何とかして次の世代に残さねばならないとの思い
を強くした。
